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容量 100 万 m3 以上の 877 ダムに
ついてみると、2005 年現在で約 13















1.3 億 m3 にも及んだが、その後厳
しく規制されて、1989 年には 2200
万 m3、2004 年には 840 万 m3 に減っ
ている。海砂利の採取についても
禁止される傾向にあるが、2004 年
























































が 100 万 m3 以上のダムでは、総
容量の 30% 以上が土砂で埋まって



































































































































































1987 ਛ↰ፉ⍾ਐ 20051971-1991図表 5　遠州灘における海岸侵食の事例
参考文献13）を基に科学技術動向研究センターにて一部加筆修正

























































































































































排 出 す る 試 み が 始 ま っ て い る
（図表 8）。1 回あたりの排砂量は




















図表 7　旭ダムにおける排砂バイパス平面図ฯญ ᣩ䉻䊛᳓〝䊃䊮䊈䊦 2,350䌭 ๘ญ䋨⾂⍾ႍ䋩᳓〝䊃䊮䊈䊦ᢿ㕙 ᦨᄢㅢ᳓㊂ 140ণ/s 
参考文献24）を基に科学技術動向研究センターにて一部加筆
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